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Ⅰ提出図書一覧

構造評価委員会における性能評価の申請から性能評価完了までの間に、下記に示す資料をご提出いただくこととなりますので、本要領及び関連する様式等に従いまして、ご用意いただきますようお願いいたします。

	ご提出期日
	ご提出図書
	部数
	作成要領

又は書式
	備考

	受付委員会の

１週間前まで
	性能評価申請書
	１部
	様式BF01-01
	専用の用紙を用意しています。

	
	性能評価用提出図書
	１部
	本作成要領参照
	事前の内容確認用として使用いたします。

	受付委員会の

前日16:00まで
	性能評価用提出図書
	１２部
	本作成要領参照
	委員会及び部会での検討資料として使用いたします。

	
	委員会説明用図書
	１２部
	本作成要領参照
	

	部会当日

	指摘事項回答書
追加検討資料
	３部
	様式BF50-05
	部会当日内容確認を行います。

追加資料、差し替え資料等が必要となる場合は併せてご用意下さい。

	
	部会座席表
	３部
	本作成要領参照
	専用の用紙を用意してございます。

	報告委員会の

前日16:00まで
	追加検討資料
	１２部
	本作成要領参照
	委員会報告資料として使用いたします。

	
	別添及び別表
	各１部
	本作成要領参照
	審査報告書（案）の原紙として使用いたします。

	報告委員会の

数日後
	別添及び別表
	各１部
	本作成要領参照
	性能評価書の原紙として使用いたします。ホチキス留め等は不要です。

	
	最終版図書
	２部
	本作成要領参照
	確認印を押印し１部お返しいたします。


§２．性能評価用提出図書　作成要領


１．「性能評価用提出図書」体裁について

（1） Ａ４版の差し替え可能なファイルを使用し、１冊にまとめたものとしてください。図面などでＡ３版になるものは折り込みでも結構です。

（2） 表紙及び背表紙には下記の事項を記入してください。

1 件　名

2 申請年月日（受付委員会の日付）

3 申請者名（会社名）

２．「性能評価書用提出図書」の目次及び構成について

　提出図書は「委員会提出図書用　図書目次及び構成（案）」に示す目次および構成を基本として下さい。

（1） 目次及び構成案は、あくまで一つの例として示したものであり、関連する内容が充足していれば、目次及び構成に関し特に制限をするものではありません。

（2） 構造評価委員会提出図書は、できるだけ要点を簡潔に一冊にまとめて下さい。

（3） 図書の体裁は、Ａ４版として下さい。Ａ４版サイズとした場合に記載内容が不鮮明になるような図面はＡ４版に織り込んでいただいても結構です。

（4） 体裁は、簡易製本、ファイル綴じのいずれの方法でも構いません。（紐綴じ、ホッチキス留めはご遠慮下さい。）

（5） 表紙及び背表紙に下記の事項を記入して下さい。

　　　　①工法名称

　　　　②申込年月

　　　　③申請者名（会社名だけで結構です）

　　　　　

　　　　　



委員会提出図書用　図書目次及び構成（案）

新規審査の場合

受付締め切り時提出図書は、必ず、工法に関すること全般をご提出下さい。

受付後、「ヒアリング有り」と判断された場合と「ヒアリング無し」と判断された場合で、委員会前日に提出していただく図書が違いますので、ご注意下さい。
　　但し、構造評価委員会では原則として全ての案件をヒアリングさせていただいておりますので、担当職員より特に指摘がない限り「ヒアリング有り」として資料をご用意下さい。

（１）受付時及び「ヒアリング有り」と判断された場合
　標準審査項目を参考に以下の構成を基本として作成して下さい。

■表紙

■性能評価書（写）

■目次

■本文

１．申請の概要
２．製品規格
３．製作要領
４．品質管理規定
５．設計指針
６．施工指針
７．実験報告
８．製作工場の概要
（２）「ヒアリング無し」と判断された場合
抜粋版を以下の項目について一冊にまとめてください。体裁についてはⅢ（３）をご参照下さい。
■審査申込事項
１．審査申込書(写)
２．申込事項
３．申込審査工法の概要

 ＊委員会前日までには、必要部数をご用意下さい。
１．申請の概要（別添）

1.1　製品の概要
1.2　適用範囲（適用する建物規模、構造形式等）
1.3　製品の構成内容の概要

1.4　設計強度

1.5　製品の販売・供給体制の概要
２．性能評価内容（別表）
３．製品概要
3.1　製品の適用範囲
3.2　製品の構成
3.3　製品の構成要素の材質・種類・等級
3.4　製品の構成要素の機械的性質
3.5　製品の構成要素の形状・寸法
　基本寸法の規定値とその許容範囲が示されていること。
４．製作要領
　「３．製品規格」に示す諸事項を満足する製品が得られる製作方法を示すこと。
4.1　適用範囲
4.2　材料
4.3　製造方法
製造工程、熱処理、表面処理等
５．品質管理規定
5.1　品質保証水準
5.2　再検査ならびに不合格ロットの処理
5.3　品質管理工程表
5.4　品質保証
　下記の項目について品質保証のための試験および測定方法を示すこと。
1)形状・寸法
2)外観
3)機械的性質
4)めっきの品質
5.5　検査
1)形状・寸法
3)外観
4)機械的性質
6)めっきの品質
7)社内検査証明書
６．設計指針

6.1　設計方針
6.2　接合部耐力

6.3　接合部剛性

７．施工指針
・受け入れ検査
・締付け手順
・検査方法と合否判定基準
・締付け不良の場合の対応策　等々
８．実験報告
8.1　材料試験
1)機械的性質
2)シャルピー衝撃値
3)金属組織観察
4)表面処理とその効果
5)めっき性能
付着量、均一性、密着性、外観
8.2　溶接部試験

8.3　接合部試験
1)基本性能試験
2)実大構造実験
8.4　接合部の数値解析

8.5　溶接施工試験
９．製作工場の概要
9.1　工場の名称、場所

9.2　組織図、関連会社構成

9.3　経歴
※上記各章は申請内容によって、必要ないと考えられるところは適宜省略が可能です。

（別添）の構成について

別添は、構成や適用範囲などといったその接合部の概要を示します。

以下の構成要領に関しては必ずお守り下さい。

・ページ番号は用紙下中央部に

　　別添－１　，　別添－２　，　別添－３　・・・

　と記述してください。

・用紙右上隅に（別添）と記述して下さい。

・用紙サイズはＡ４版としてください。

・報告委員会後に性能評価書の原紙としてご提出頂く際には、ホチキス留めやパンチ開けをしていない状態でご用意下さい。

（別表）の構成について

別表の内容は性能評価内容（それぞれの建築基準法施行令該当条項の認定に係わる性能評価の内容）と資料１，資料２，資料３・・・になります。

性能評価内容は別紙２の該当する条項のものを参考にして下さい。

以下の構成要領に関しては必ずお守り下さい。

・ページ番号は用紙下中央部に

　　別表－１　，　別表－２　，　別表－３　・・・

　と記述してください。

・用紙右上隅に（別表）と記述して下さい。

・用紙サイズはＡ４版としてください。

・報告委員会後に性能評価書の原紙としてご提出頂く際には、ホチキス留めやパンチ開けをしていない状態でご用意下さい。


追加・変更審査の場合

（1） 追加・変更審査の図書作成は、新規審査時の全資料に変更・追加内容が特定できるように作成して下さい。（背景色をつける、アンダーライン等。追加・変更事項だけの資料ではありませんのでご注意下さい）

（2） 前回の審査内容との相違点がわかるような比較表を審査申込事項の次ページに要約して入れて下さい。


Ⅲ　委員会説明用図書作成

　

（1） 構造評価委員会においては、原則として全ての案件（新規・追加・変更案件全て）について委員会当日にヒアリングを行います。ヒアリングの所要時間は２０分程度を予定しておりますので、その時間内で工法概要が説明できるような委員会説明図書を作成してください。

（2） 追加・変更審査は、変更事項を中心に、説明用資料を作成して下さい。

（３）　体裁は、ホチキス留め、簡易製本、ファイル綴じのいずれの方法でも構いません。（紐綴じはご遠慮下さい。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ　部会提出用図書作成

 部会時にご提出していただく図書は、担当委員の指示に従って、指摘事項回答書、追加検討資料、差し替え資料等作成して下さい。

特に作成について指示が無かった場合には、以下の項目についてＡ４版でまとめて図書作成して下さい。　

・指摘事項回答書（委員会・部会毎に作成。部会では委員会及び前回部会の指摘事項回答書にそって議事が進められます。）

【指摘事項回答書の見本】

	
委員会・部会

第　回
	日　時
	＊指摘のあった委員会の日時＊


	場　所
	(株)国際確認検査センター

○○会議室
	出席者
	委員
	構造評価委員

	
	
	
	
	
	
	担当

職員
	○○担当職員

	件名
	○○○○○接合
	
	
	

	
	
	
	申込者
	○○株式会社

	提出資料
	性能評価申請図書

接合概要資料

	指摘及び検討事項（質問等も含む）
	回答及び処置
	備考

	
	
	


・追加検討資料

1． 表紙（件名、検討資料提出日、設計者名）

＊表紙には、件名の下に「追加検討資料」と記入して下さい。

2． 追加検討項目一覧表

· 追加検討事項は、追加事項毎に番号をつけてください。また、関連ページがある場合は、資料との整合性がとれていることを確認して記載して下さい。

（例：追加検討１：溶接条件について

　　　追加検討２：施工者の資格について）

3． 追加検討内容

＊部会で提出頂く「指摘事項回答書」は「追加検討資料」とは別にまとめてご提出ください。


Ⅴ　委員会報告用図書作成

　部会での検討終了後に委員会にご提出頂く委員会報告用図書は、以下の項目についてＡ版で一冊にまとめて下さい。Ａ４版サイズとした場合に記載内容が不鮮明になるような図面はＡ４版に織り込んでいただいても結構です。

体裁は、簡易製本、ファイル綴じのいずれの方法でも構いません。（紐綴じ、ホッチキス留めはご遠慮下さい。）

表紙及び背表紙に建築物名称、申込年月、申込者名（会社名だけで結構です）を必ず、記入して下さい。

（1） 表紙（可能であれば背表紙にも同じものを記入して下さい。）

　　①委員会名　②件名　③資料名　④日付（報告委員会の日付）　⑤申込者名

（2） 目次

（3） 追加検討項目一覧表（下記書式例参照）

（4） 追加検討資料（部会での検討項目をまとめたもの）

（5） 訂正事項（申込時の図書からの訂正個所がわかるようにして下さい。）

（6） 指摘事項回答書（委員会、部会）

　また、委員会用資料の審査報告書（案）として使用いたしますので、工法概要を数枚にまとめたものをご提出下さい。この工法概要の作成にあたっては、担当委員、事務局とご相談下さい。

	検討項目
	検討内容
	検討結果
	変更内容
	ページ

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


追加検討項目一覧表（書式例）

Ⅵ　最終版図書作成要領
　１．最終版図書の装丁
· １冊にまとめたものとして下さい。厚さが10cmを超えるような場合は、両面コピーを利用して下さい。

· Ａ４版製本として下さい。製本の出来ない大きい図面（青焼きは避けて下さい）等は折り込んで下さい。
· 表紙、背表紙の文字のレイアウトは、下図に示したとおりです。
　２．最終版図書の内容
· 最終版図書とは、委員会及び部会でご提出頂いた説明用図書一般で、指摘された事項等について変更、修正、差し替え等を行った最終の図書です。

· 別途、追加検討事項がある場合は、審査用提出図書の次に入れてください。

· その他、委員会及び部会における指摘事項回答書を末尾に入れてください。

· 審査用提出図書の最初には必ず、審査申込書に承諾印が押されたものを入れてください。また、必要に応じて、審査書、審査報告書のコピーを綴じ込んで頂いても構いません。

　上記要領で、２部作成し、担当職員宛にご提出下さい。担当職員により内容確認を行った上で、１部に確認済みの印を押印しご返却いたします。
　なお、残りの１部については、当機関保管用とさせていただきますのでご了承下さい。
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